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２．昨年度の主な出来事                           センタ－長  尹 宗煥 
 昨年度の力学シミュレーション研究センターの主な活動には次のものがあります。１）外部評価を受けた、２）平

成19年度から当センタ－が「東アジア海洋・大気環境研究センタ－」に改組されることになった、３）特別教育研究
経費「東アジア海洋・大気環境激変の監視と予測」を獲得した、４）対馬海峡においてADCP観測を実施した。１）
－４）のそれぞれについては以下に詳しい報告があります。 
 
２．１ 外部評価                                                            センタ－長  尹 宗煥 
 力学シミュレーション研究センターはほぼ3年毎の応用力学研究所全体の外部評価の過程で外部評価を受けてきた

が、2005年10月27日・28日の両日に、センター独自に国内委員3名と国外委員2名からなる外部評価委員会を組織し、

外部評価を受けた。1997年4月に設立されて以来のセンターの活動への評価と、これからの方向性を中心に評価が行わ

れ、以下のような評価をいただいた。 
「これまでの研究活動について」 
 力学シミュレーション研究センターの強みである力学研究を中心に据え、また九州大学の置かれた地理的な有利さ

を生かして、既に、対馬暖流の高周波海洋レーダーによる監視体制の樹立、日本海の海況予測システムの開発、海洋

生態系モデルの開発などにおいて、画期的な成果をおさめている。僅かな人員でこのレベルに到達したのは驚くべき

ことであり、高く評価できる。日本海が世界の海の中で持つユニークさを十分に活用し、海洋物理、海洋環境面で科

学的に面白い成果が既にたくさんあがっている。風波の研究、縁辺海モデリング、地球流体力学などで世界の先端を

行く研究が行われている。基礎研究と応用研究のバランスも良い。 
「今後の方向性について」 
 上述の実績の下で、扱う海域を東アジアにまで展開し、また大気環境分野や海洋生態系分野も強化して行こうとし

ている。これは極めて自然な方向であり、センターのユニークさを更に伸ばすことになると思われる。応用力学研究

所の持つ強みである大気海洋物理学をさらに生かしつつ、発展してほしい。しかし、これらの研究計画を推進するに

は物理系と生態系（環境系）の一層緊密な交流が重要であり、中堅、若手研究者を増員することが必要と思われる。

現有のポスト数に僅かな兼務者を加える程度では、よりスケールの大きな研究を展開するのは加重負担になりはしな

いかということ、また監視と予測研究の進展は当然のこととしてオペレーショナルな作業を増やすことになり、その



場合に基礎研究と応用研究の良きバランスを維持出来るであろうかという懸念がある。 
 
外部評価委員会の委員構成、日程、議事次第は以下の通りである。 
外部評価委員会 
･委員構成 
国内委員 
蓮沼啓一    海洋総合研究所代表取締役 
山形俊男    東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻教授 

 若土正暁    北海道大学低温科学研究所所長 
国外委員 
 呉 林象    ソウル大学自然科学大学地球環境科学部教授 
 Mark Wimbush  Professor of Graduate School of Oceanography, the University of Rhode Island 
･日程 
国内委員による委員会と、国外委員による委員会をそれぞれ開催した。   
10月27日 13:00～16:00  於 W501 DSRC/RIAM 
      国内委員による委員会 
10月28日 13:00～16:00  於 W501 DSRC/RIAM 
           国外委員による委員会 
 
２．２ 「東アジア海洋・大気環境研究センタ－」への改組            センタ－長  尹 宗煥 
平成19年度から当センタ－が「東アジア海洋・大気環境研究センタ－」に改組される予定である。新センターの時

限は10年とし、設置後5年で点検・評価・見直しを行い、応用力学研究所全体の見直しの時も点検を受けることにな

る。 
新センターの目指すもの 
 新センターは東アジア域の海洋･大気を研究対象とし、今後の環境変化を監視･予測するとともに、海洋･大気･生態

系研究を先導する世界的な研究拠点を形成することを目指す。特に、応用力学研究所が、特別教育研究経費の「拠点

形成」として、2005年度から5年計画で実施している「東アジア海洋・大気環境激変の監視と予測システムの開発」事

業を中心的に推進する。 
 具体的には、酸性雨などの大気汚染、集中豪雨や台風に見られる異常気象、赤潮の頻発や越前クラゲの大発生など

に見られる生態系の異変、日本海の鉛直循環の停止などの海洋循環の異変等、日本を取り巻く東アジア域の海洋･大気

に起こっている温暖化や人為起源汚染物質による異変を的確に捉え、今後、温暖化の進行や人為起源汚染物質の継続

的放出によって、東アジア域の海洋循環や生態系・大気循環・気象・大気汚染物質の動態がどのように変化するかを

予測することを目指す。 
新分野構成 
 上述の課題を遂行するためには、［海洋力学と海洋環境学］と［大気力学と大気環境学］および［海洋生態系］の

３研究領域の密接な連携が必須であり、新センターは以下のような５分野構成でスタートすることになった。 
分野の研究内容                                                                    

      研究分野                       研 究 内 容   
海洋力学  大気海洋相互作用、海面境界過程、海洋変動力学の研究およ   
 び海況監視システムの開発   
海洋生態系  海洋物質循環･生態系のモデリングとその変動予測研究   
海洋モデリング  海洋循環・環境のモデリングとその変動予測および海況予測   
 手法の開発とその応用研究   
大気環境モデリング

＊  大気汚染および東アジア域大気環境の動態･輸送機構に関する   
 モデリングおよびその変動予測研究   
大気力学

＊  大気現象および大気･海洋の結合系の力学研究および東アジア   
 域気象モデリングとその変動予測研究   
＊ は応力研からの兼務 

期待される成果 



１）中立ブイ、高周波海洋レーダー、超音波流速計による日本海海況監視システムの開発 
２）東アジア域海況･低次生態系予報システムの構築 
３）海洋･大気結合モデルによる東アジア域の海洋循環および大気循環の相互作用と異常気象の力学解明と温暖化影響

予測 
４）東アジア域海洋物質循環と低次生態系の変動機構の解明とそれへの温暖化の影響予測 
５）陸域起源汚染物質の動態･輸送の変動機構の解明とそれへの温暖化の影響予測 
６）黄砂の飛来予測 
７）海面境界過程、海洋変動力学における諸問題の解明と体系化 
８）東アジア域海況･低次生態系予報システムによる応用研究 
  （流出重油漂流予測、漂流ゴミ予測、赤潮予報、越前クラゲ出現予報等） 
９）海洋･大気･生態系研究を先導するアジアの指導的研究拠点の形成 
10）海洋大気環境研究の分野での若手研究者の育成 
学内・国内外の研究機関との連携 
 地球環境問題に答えるために重要である、海洋物質循環や海洋基礎生産などに関する研究や、地球環境の将来予測

にとって重要な古気候などに関する研究は、十分にはカバーできないので、国内外の多くの研究機関との連携関係を

さらに強化しながら、研究を進める。 
 
２．３ 特別教育研究経費の獲得                   野外計測分野・教授  柳 哲雄 
 応用力学研究所が概算要求していた平成17年度特別教育研究経費・拠点形成「東アジア海洋・大気環境激変の監視

と予測システムの開発」事業（研究代表者：柳 哲雄）が認められ、82,873千円の運営交付金が交付された。この事

業は平成17～21年度の5年計画で、”地球規模の気候変動と中国大陸での水環境変化が東シナ海と日本海の海洋・大気

環境に与えるインパクトの解明を目指した学際的研究を、国際・国内共同研究として推進し、この分野での世界的拠

点を形成する”というものである。 
 応用力学研究所からは力学シミュレ－ション研究センタ－の３分野の他に、大気・海洋力学分野の３分野、基礎力

学分野の３分野の研究者がこの事業に参加する。平成17年度は82,873千円の中から応用力学研究所の共同利用研究経

費21,000千円をのぞいた61,873千円の予算を用いて、１）韓国・中国の共同研究者と韓国領海内において長江起源水

の挙動・特性に関する観測を行った、２）東シナ海・日本海の流動・生態系モデル研究に必要な物理・化学・生物要

素を観測した、３）漁業活動の盛んな東シナ海・対馬海峡でも使用可能な自律型海洋観測ビ－クルの開発を行った、

４）高精度予報を行うためのデ－タ収集を行った。 
 なお、平成18年度にはこの事業に対して、82,040千円が交付されることがすでに内定している。 
                      
２．４ 対馬海峡における海面係留ADCP観測              室内実験分野・助教授  吉川 裕 
 2005年7月に、対馬海峡における流況変動のさらなる解明のため、計五台の音響ドップラー流速計（ADCP）を対
馬海峡に設置した。五台のうち三台はフローテック社製耐トロール設置器具（TRBM）を用いて海底（水深100m～1
70m）に設置した。残りの二台は自作した係留ブイ（筏）に設置し、表層境界層流（エクマン流）の計測を試みた。
計測結果の詳細は学術雑誌に譲るとして、本稿では主に係留筏によるエクマン流観測にまつわる話を中心に書く。 
 対馬海峡でのエクマン流観測には、多くの困難が伴うことが予想された。実際、「対馬海峡で係留観測する」と（当

初は深く考えずに）口にしたら、多くの同業者から「それは無理」と言われた。理由は主に二つある。一つめの「無

理」は漁業との調整の問題である。対馬海峡では漁が盛んであるが、海面に係留する筏は漁からみれば邪魔物でしか

ない。漁業関係者の協力が得られるかが問題であった。しかし、福岡県漁政課の石田氏による漁協との精力的な調整

の結果、漁業者の協力を得ることができ、とりあえずほぼ希望通りの場所に設置することができた。もう一つの「無

理」は弱いエクマン流の計測自体に伴う技術上の問題である。そもそも多くの人はエクマン流は計測できないものと

考えている。この問題の解決のため、まず筏の製作に労を要した。（筏製作に関する詳細は製作者の丸林技術職員が

記した技術レポートに詳しい。）さらに、二つの異なる周波数のADCPを同時使用することで、計測精度・分解能を
上げることにした。二つのADCPの同時使用は前例が無く、標準とは異なる動作を行うようADCPを設定した。 
 7月5日の投入後、しばらく順調に計測が行われていたが、計測は予想より早く打ち切られることとなった。7月末
に筏が転覆したためである。結局三週間で係留観測を打ち切らざるを得なかった。何より落胆したのは、筏に多くの

係留策（ロープ）が結びつけられていたことである。それは筏が人為的に転覆させられていたことを強く示唆するか

らである。結局、対馬海峡での係留観測の困難さ（一つ目の無理）を身をもって知ることとなった。（今では三週間

「も」係留観測できたと思っているが。）さらに落胆したのは、ADCPのデータが二週間分しか取れていなかったこ



とである。詳細は省くが、標準とは異なる動作を設定したこととファームウェアのバグの結果、想定以上の電力を消

費していたことが原因であった。これ以外にも問題が幾つか重なり、予定していた計測の半分も出来なかった。意気

消沈し、しばらくデータを放っておいた。 
 研究集会で発表する必要性から、約半年程経ってデータを見直す事とした。半年も経つと視点が変わり得るもので、

予断を持たずに解析することになった。すると、データにエクマン流らしきものが垣間見えていることに気づいた。

当初はぼんやりとしたものであったため、慎重な性格も手伝って半信半疑、いや二割信八割疑であったが、調べれば

調べる程、疑えば疑う程、明瞭なエクマン流が浮かび上がってくる結果となった。現在は九割信一割疑程度である。 
 観測には計画段階から労を要したが、無理と言われれば言われる程やる気が出てくる性格も幸いし、なんとか遂行

することができた。その結果、世界的に見ても極めて少ない観測例を一つ増やす事ができた。また観測結果はいくつ

か海洋物理学的に興味深い現象を示唆していた。今後、これらの現象を調べて行く予定である。 
 
３．力学シミュレ－ション研究センタ－の１０年              室内実験分野・教授 増田 章 
 早いもので力学ミュレーション研究センターの設立から九年が経過し，(十年の)時限まで一年を残すのみとなった。
センター・ニュースもこれが最終号という。聊かの感慨なきにしもあらずというところである。ここでは，力学シミ

ュレーション研究センターの設立からその成果までを簡単に振り返り，今後の展望を図りつつ，関係各位に謝意を表

して結びの言葉としたい。 
 力学シミュレーション研究センターは「室内実験」，「野外計測」，「数値計算」の三分野体制で発足した。その

役割の一つは，「研究所の基盤センターとして広く力学シミュレーション研究を推進」するため，大型実験観測設備・

電算機を統合運用し全国共同利用に供するという「長期事業」であった。全国共同利用を軸とする「長期事業」は，

研究所全体の取り組みもあり，短期間で順調に制度整備が進んだ。 
 力学シミュレーション研究センターのもう一つの，そして固有の役割は「短期事業」にあった。海洋という応用力

学研究所の伝統研究領域を継承し，「重点を絞った研究」として「東アジア縁辺海とくに日本海の大気海洋環境変動

の解明と監視・予測技術の開発」という事業研究を推進するというものである。この事業には，今後の海洋研究で大

きな中心課題と目される予測に向けた研究を進めていくという目標があった。海況監視・予測とはいわば海の天気観

測，天気予報である。自然探求から実用に向かう過程で海況変動の予測が目標になってくる。 
 当初は，大気研究(とくに接地境界層における風速と数値予報の関係を実証し推定を改良する目的)を並行させる計
画があり，音響トモグラフィーを用いて日本海中央部表層のゆるやかな密度成層変動を監視するという計画もあった。

けれども事業研究費が認められる状況にはなかった。改組は進んだが事業研究費は目処が立たない。ないなりに海洋

レーダーによる試行観測を実施し，船舶搭載型 ADCP(音響測流計)による対馬海峡横断観測を始めた。ようやくのこ
とで対馬海峡表層海況監視海洋レーダーのみが実現した。監視と対をなす海況予測数値手法もデータ同化を含めて進

展させてきた。表層流況の予測を公開するまでになったし，低次生態系モデルを開発して植物プランクトン濃度の季

節変動を再現するのに成功している。 
 流況監視の点では日本海そのものではないが，その入り口である対馬海峡の監視体制・技術が格段に進展した。ま

ずフェリー搭載 ADCP (音響測流計)による海峡横断観測は韓国との協同研究であり，対馬海峡を通って日本海に入る
流量(季節変動を含む)を明らかにした。また海洋レーダーによる対馬海峡流況監視は(旧)通信総合研究所との共同研究
である。対馬海峡における海流変動を初めて面的に計測し，亜中規模反時計回りの対馬渦の発生を捉えた。流況監視

の発展は今後重要になってくる物質輸送の見積もりの基礎になる重要な成果である。技術開発・体制整備はほぼ当初

の目標を達成しつつある。こうして力学シミュレーション研究センター事業研究の主題であった監視・予測を象徴す

る成果がホーム・ページ上で日々公開されるようになった。一つは７基の海洋レーダーシステムで実測した対馬海峡

東西水道の流速ベクトル図であり，動画も見ることができる。もう一つは，衛星観測海面高度情報等を数値予測模型

に同化して求めた 5-6日先の日本海全体の表層海流(海況予報)である。海面下の海流や塩分の予測もしている。 
 こういった一連の研究で，充分とはいえないものの「監視・予測」を実現してきた。また日本海中深層水の形成過

程が分かってきたし，日本海沿岸全域の潮汐季節変動，亜中規模反時計回りの対馬渦など興味深い現象も見つかった。

但し力学が分かったわけではない。気になるのは季節性である。対馬海峡を通過する対馬暖流の流量は夏季に大きい。

対馬渦は主に秋口に発生するが、対馬海峡の潮汐(潮位・潮流)は夏に小さい。また，流況監視といっても対馬海峡だ
けである。日本海全体の予測を実証できるだけの監視もできる体制にない。こうして見てくると，目標を曲がりなり

にも達成してきたと思う一方で，不満足なところも多々残る。それでも「僅かな人員でよくここまで達成した，基礎

と応用のバランスも良い」という「外部」評価を頂いたことは嬉しい。これも偏に学内外，センター内外の多くの方々

から頂いたご支援・ご協力の賜と感謝している。 
 現在は，日本海という枠を超え，東シナ海，黄海を含む縁辺海，広くは沖縄東方・日本南方の黒潮変動を含む東ア



ジアないし西太平洋海域の海洋研究に少しずつ軸足を移しつつある。次に想定しているのは，長江の三峡ダム建設が

東アジアの大気・海洋に与える(かも知れない)重大な環境変動を監視し予測するという事業研究である。日本海から
東アジア縁辺海へという展開は前回の改組以来の方向性にほかならない。 
 まもなく力学シミュレーション研究センターはその役割を終え，新しく「東アジア海洋・大気環境研究センター」

が発足する。装いを変え，その名も改めて，海洋大気の研究に専心することになったのである。重点海域と応用領域

が広がる(日本海から東シナ海・黄海・西太平洋へ，物理流況把握を基礎に生物・化学過程へ)とはいえ，志向するも
のは力学シミュレーション研究センターと同じである。実用性の高い事業研究と並行して射程の長い基礎研究を進め

ていくことにも変わりはない。 
 学外を含めた研究者の方々，事務方の皆さま，様々な形で支えて頂いた学内外の皆さまに，力学シミュレーション

研究センターおよび新センターへ，今後ともなお一層のご支援，ご指導，ご鞭撻を賜れば幸いである。       
                                有り難うございました。 
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編集後記  

 最後のセンタ－ニュ－スの第９号をおとどけします。当センタ－は10年の時限を終え、来年度から「東  
アジア海洋・大気環境研究センタ－」に改組されることとなりました。センタ－設立の目的であった日本海  
の海況予報を公開することが出来、新たなセンタ－に衣替えすることも決まって、ほっとしています。新た  
なセンタ－では日本海での実績を踏まえ、さらに顕著な業績を上げて、世のため、人のためになるべくがん  
ばりたいと考えています。  
 新たなセンタ－でも同様なセンタ－ニュ－スを発行する予定なので、いろいろなご批判を頂ければ幸いで  
す。よろしくお願いします(T.Y.)。  

 


